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備
え
て
お
り
、
工
業
技
術
、
建
築
技
術
、
社

会
サ
ー
ビ
ス
の
各
分
野
の
訓
練
を
、
全
部
で

16
コ
ー
ス
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
在
職
者
訓
練
に
も
力
を
入
れ
て
お

り「
企
業
、
団
体
か
ら
希
望
の
多
い
講
座
に

つ
い
て
、
日
程
を
設
定
す
る
メ
ニ
ュ
ー
型
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
、
希
望
に
応
じ
て

企
画
す
る
オ
ー
ダ
ー
型
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
」（
田
巻
課
長
）。

特
に「
も
の
づ
く
り
継
承
塾
」
コ
ー
ス
は
、

技
能
検
定
１
・
２
級
程
度
の
課
題
実
習
が
充

実
し
て
い
る
。

教
育
訓
練
の
特
徴
と

東
部
校
を
支
え
る
組
織

東
部
校
で
は
ユ
ニ
ー
ク
な
職
業
訓
練
を

行
っ
て
い
る
。「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ダ
ク
ト

コ
ー
ス
」
と「
セ
レ
ク
ト
プ
ロ
ダ
ク
ト
コ
ー

ス
」で
あ
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
そ
の
名
の
と

お
り
、さ
ま
ざ
ま
な「
も
の
づ
く
り
」に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
後
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
や
専
門
分
野
の
指
導
員
と
相
談
し
な
が

ら
、「
機
械
加
工
」「
溶
接
・
板
金
」「
機
械
Ｃ

Ａ
Ｄ
」「
電
気
」の
４
コ
ー
ス
か
ら
自
分
に
適

し
た
も
の
を
選
択
し
、
そ
の
技
能
を
修
得
し

て
い
く
。

「
こ
の
コ
ー
ス
は
、
修
了
前
３
カ
月
間
の

企
業
実
習
訓
練
期
間
に
、
実
践
的
な
仕
事
力

を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
」（
田
巻
課
長
）

セ
レ
ク
ト
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
、
他
の
コ
ー
ス

が
一
つ
の
専
門
分
野
の
訓
練
を
行
う
の
に
対

し
て
、「
機
械
加
工
」「
金
属
加
工
」「
機
械

Ｃ
Ａ
Ｄ
」「
電
気
」の
中
か
ら
１
年
間
に
二
つ

の
分
野
を
選
択
し
て
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

「
現
在
、
中
小
企
業
に
お
い
て
、
複
数
の

技
能
を
持
つ
人
材
＝
多
能
工
へ
の
ニ
ー
ズ
が

非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
応
え
、

受
講
生
の
就
職
の
選
択
肢
を
拡
げ
る
べ
く
、

こ
の
コ
ー
ス
を
設
置
し
、
技
能
を
習
得
し
就

職
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

さ
ら
に
、
同
校
に
は「
神
奈
川
東
部
職

業
能
力
開
発
推
進
協
議
会
」
と
い
う
強
力
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
組
織
が
あ
る
。
事
業
所
間
の

相
互
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
内
訓
練

及
び
公
共
職
業
訓
練
の
推
進
を
図
り
、
職
業

能
力
開
発
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

「
本
校
の
前
身
で
あ
る
訓
練
校
時
代
か
ら

の
Ｏ
Ｂ
が
、
県
全
域
の
第
一
線
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
そ
の
Ｏ
Ｂ
の
活
躍
ぶ
り
を
見
た
企

業
や
団
体
が
入
会
し
て
く
だ
さ
り
、
本
校
と

連
携
し
て
研
修
会
・
見
学
会
の
実
施
、
会
員

交
流
会
の
実
施
、
そ
し
て
就
職
説
明
会
の
開

催
に
よ
る
会
員
企
業
の
求
人
活
動
に
対
す
る

情
報
提
供
も
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

技
術
校
の
使
命

技
術
校
の
使
命
に
つ
い
て
平ひ

ら
の野

康こ
う
い
ち一

校
長

は
、「
本
校
を
は
じ
め
公
共
職
業
能
力
開
発

施
設
は
、
ま
だ
ま
だ
知
名
度
・
認
知
度
が
高

く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
本
校
の
開
校
準
備

の
段
階
か
ら
携
わ
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

教
育
訓
練
を
充
実
さ
せ
、
世
の
中
に
優
れ
た

技
能
者
を
送
り
出
す
と
い
う
使
命
は
ま
っ
た

く
変
わ
り
ま
せ
ん
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
体
験
入
校
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
優
れ
た
技
能

者
を
目
指
し
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
来
校
い

た
だ
き
、
私
た
ち
の
施
設
、
設
備
と
教
育･

訓
練
風
景
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
必

ず
ご
期
待
に
沿
え
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ

た
。

神
奈
川
県
の
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設

は
、
大
規
模
総
合
型
の
東
部
総
合
職
業
技
術

校（
以
下
、
東
部
校
）
と
西
部
総
合
職
業
技

術
校
お
よ
び
産
業
技
術
短
期
大
学
校（
本
誌

２
０
１
１
年
冬
季
号
掲
載
）、
神
奈
川
障
害

者
職
業
能
力
開
発
校（
２
０
１
２
年
春
季
号

掲
載
）の
４
校
体
制
で
あ
る
。

東
部
校
は
、
前
身
で
あ
る
五
つ
の
県
立
訓

練
校（
鶴
見
・
紅
葉
ケ
丘
・
川
崎
・
川
崎
京
浜

分
校
・
横
須
賀
）
を
統
合
し
て
、
敷
地
面
積

３
万
８
３
㎡
の
県
立
寛
政
高
校
跡
地
に
、
平

成
20
年
４
月
に
開
校
し
た
。
Ｊ
Ｒ
鶴
見
線

安あ
ん
ぜ
ん善

駅
か
ら
徒
歩
１
分
の
場
所
に
あ
る
。

東
部
校
の
理
念

東
部
校
の
理
念
に
つ
い
て
、
田た

ま
き
め
ぐ
む

巻
愛
建
築

技
術
課
長
は「
本
校
で
は
、『「
手
に
、
職
。」

が
未
来
を
変
え
る
。』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
」と
語
る
。

同
校
で
は
広
大
な
敷
地
に
必
要
な
設
備
を

連載

神奈川県立東部総合職業技術校
（ か な テ ク カ レ ッ ジ 東 部）

わが国でも有数の施設で
将来を担う人材を育成

職 業 能 力 開 発 の 現 場 か ら

設置・運営●神奈川県
所 在 地●神奈川県横浜市鶴見区寛政町28－２
訓 練 課 程●

◦工業技術分野　
・�普通課程（�コンピュータ組込み開発・自動車整備・精密加工エン

ジニア・３次元CAD＆モデリング・電気）
・�短期課程（�チャレンジプロダクト・セレクトプロダクト・機械CAD ・溶

接・板金）
◦建築技術分野　
・普通課程（建築設計・造園） 
・短期課程（庭園管理サービス・室内施工・ビル設備管理）
◦社会サービス分野
・短期課程（ケアワーカー・給食調理）

訓練期間●
◦普通課程　１年（コンピュータ組込み開発・自動車整備は２年）
◦短期課程　６カ月（チャレンジプロダクト・セレクトプロダクトは１年）


